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石炭埋蔵量と生産量 

52.7% 47.3% 

瀝青炭/無煙炭 

亜瀝青炭/褐炭 

可採埋蔵量9091億トン
(WEC2004) 

石炭生産量(IEA2002) 

3910Mt 
882Mt 

低品位炭は全石炭資源の約1/2 
生産・利用は高品位炭の1/4 



低品質炭（Low Grade Coal) 
高灰分炭、高硫黄炭 
（石炭利用における不要分、不純物が 多い石炭） 
  
  
・低品位炭 低炭化度炭(Low Rank Coal) 
褐炭、亜瀝青炭 
（炭化度が低く、高水分な石炭） 
 
 
 

低品質炭 と 低品位炭 



低品位炭（Low Rank Coal) 
 細孔、表面積が大→保持できる水分量大 
  （スポンジのような構造） 
  
 芳香環少、酸素官能基（COOH,OH等）多 
》親水性→水分吸着・保持 
》化学反応性高→自然発火性 
  
 

低品位炭 

低品位炭の内部構造 



  Fort Union Rhine Morwell Loy Yang Wara Mulia 

USA Germany Australia Australia Indonesia Indonesia 

水分 (%, ar) 37.2 55.7 60.1 61.0 32.0 35.0 

灰分 (%, ar) 6.2 2.1 1.3 0.5 2.0 3.3 

総発熱量             

Wet Basis(MJ/kg) 17.6 9.5 10.6 11.0 20.1* 20.9* 

揮発分 (％, daf) 44.6 53.1 49.4 51.81 36.0 38.0 

C (%, daf) 71.9 68.7 69.4 70.4 74.3 73.0 

H 4.9 4.7 4.9 5.0 5.6 4.9 

O 21.0 25.1 25.1 23.6 19.0 20.9 

N 1.1 1.2 0.6 0.6 1.1 1.0 

S 1.1 0.3 0.4 0.4 0.1 0.2 

* air dry basis 

低品位炭の性状 



 含水分が高い（高水分） 
 
 含有炭素量が低い（低芳香族炭素） 
     
 酸素含有量が多い（高含酸素官能基） 

 
  空隙が多い：ﾎﾟｰﾗｽ（高内部比表面積） 
 
 揮発分が多い 

 
 低灰分低Ｓ分 

 
  ガス化反応性が高い 

 
 低灰融点 

発熱量が低い 

燃料としての特性 

自然発火しや
すい 

燃焼性が良い 

環境にやさしい 

ガス化に適して
いる 



米国（Texas, N.Dakota, Wyoming他）、カナダ
(Saskatchewan) 
発電, ガス化（N.Dakota) 
・オーストラリア（Victoria） 
発電、ブリケット 
・欧州（ドイツ、東欧、ギリシャ、スペイン他） 発電、ブリケッ
ト等 
・インド、タイ、トルコ他 
主に発電 
  

＊低品位炭利用の問題点 
。自然発火性大→山元発電 
。高水分・低発熱量→発電効率低；24~37％ 
 

低品位炭の利用状況 



ドイツの発電内訳 国際環境経済研究所HPより 



 機械的脱水法 
– プレス、遠心分離器、濾過器 
 
    熱的乾燥法（蒸発法） 
– 流動層、気流乾燥 
– スチームチューブドライヤー 
– 油中改質 
 
  熱的脱水法（非蒸発法） 
– バッチ式（飽和水蒸気、熱水） 
– 連続式反応器（熱水） 
 

高コスト、自然発火 

蒸発エネルギー大 
熱が必要 

油の回収率 

高温高圧 

低品位炭の脱水・改質法 



７５万ｔ/ｙプラント（US・Wy) 
・2004～2005：建設 
・2005末～：Commissioning、燃焼
試験 条件：～450ﾟF、450psig 製
品：水分＜10%、 
S、N ～30%、Hg 30～80% 除去 
 

K- Fuel (非蒸発法) 



20t/hプラント（西豪州) 
温度：400～450℃（ｶﾞｽ) 
時間：2～4 sec. 製品：水
分＜10% 

BCB Binderless Coal Briquetting (蒸発法) 



600ｔ/dプラント（南カリマンタン) 
・2006～2008：建設 
・2008～：運転、製品評価 
*(3t/dプラント：～2005） 条件：
～180℃、<0.4MPa 

 

重油 
循環油 原炭 

スラリー 
調製 

脱水 

凝縮水 

石炭/油 
分離 

油回収 
  成型 

改質炭 
ブリケット 

UBC(Upgraded Brown Coal) 油中改質 蒸発法 



IGCC 石炭ガス化複合発電空気吹き(勿来Nakoso) 



ガス化炉 



Demonstration plant 

CCP R&D Co.,Ltd. 
1700t/d 250MW (2007-2013) 

CRIEPI-MHI 2t/d(1983-1995) 

Process development unit 

IGC Research Association 
200t/d Equivalent to 25MW (1991-1996) 

Pilot plant 



酸素吹きIGCC大崎 



2塔式ガス化炉(TIGAR) 

CO H2 

褐炭 

ガス化温度 850～950℃ 
チャー 



1. 二塔式ガス化炉の概
要 

～用途先～ 

 

二塔式ガス化炉を利用して、低品位燃料（褐炭・バイオマス）をガス化して水素、 
 

メタン、ＤＭＥなど化学原料あるいは燃料に転換 

製品 適用先 
 
 

 
 

原料 低品位炭

（褐炭） バイオ

マス 廃棄物 

 

 

二塔式ガス化

炉 

合成ガス 
 

CO、H2 

 

シフト反応 水素 
 
 
 
 

 

改質 メタン 
 

気体 

液体 

GT、GE燃料 

直接還元製鉄 

燃料電池 
 

アンモニア（肥料原料） 

直接石炭液化原料 合

成メタンガス 

 
 
 

 
CO2 
19% 

CH4 
9% 

Other HC 
3% 

 
 
 
 

H2 

 
 

H2リッチな高発熱量 

ガスである。 合成 

 
 

CTL 
輸送用燃料 

 

化学原料 

DME 

メタノール 

ガス化ガスの発電以外の用途 



天北 20億t 

褐炭 

釧路 25億t 

;瀝青炭-亜瀝青炭 

釧路沖 28億t 

石狩 68億t 

瀝青炭-亜;瀝青炭 

北海道の炭田と
主要炭田埋蔵量 



現在稼行中の炭鉱 

1露天炭鉱 

6 露天炭鉱 

1坑内掘炭鉱 

露天掘炭鉱 7社 
100～140万t 
坑内掘炭鉱 1社 
50万t 



北海道電力の電力量に占めるエネルギー自給率 
クリーンコール2010 2.16資料 

自給率は20%(原子力を除く) 

他社受電を含む 

地熱含む 



平成１6年度 平成21年度 平成25年度 

石油 

国内炭 

海外炭 

    H.16          H.21            H.25                   

北海道電力の化石燃料消費割合        
クリーンコール2010 2.16資料 



ドイツの発電所建設計画と設備容量 

再生可能エネルギーによる発電施設も増えるが、同様に化石燃料による発電
施設も増設 



ドイツの発電内訳 

太陽光、風力は稼働率が低く、実際の発電電力量の割合は低い 



北海道はエネルギー資源の宝庫 

 石炭、炭層メタン、地熱、バイオマス、天然ガス、風力、太陽光、 
 近年、風力、太陽光、バイオマス、地熱の開発が行われている。 
 発電コストが高く、電気代に跳ね返ってくる。 
 
 



風力、太陽光が増えることは良いが、スマートグリット、
蓄電池等の開発普及までは不安定な電源 

石炭は石狩炭田、留萌炭田で実際に生産し、露天採掘
可能な石炭は残存 

奈井江、砂川の石炭火力は老朽化しており、いずれ建て
替えが必要。 

石炭ガス化複合発電(IGCC)等への建て替えの可能性は? 

天北の褐炭は風力、太陽光の安定化電源として、ガス化
発電、あるいは肥料等の化学原料 

エネルギーの地産地消、北海道の気候(寒さ)と広大な敷

地、安定した安い電源を確保すれば企業誘致にもなるの
では? 

 

北海道はエネルギー資源の宝庫つづき 


